
東京電力(株)福島第一原子力発電所における中長期措置検討専門部会 

の設置について 

平成２３年７月２１日 

原 子 力 委 員 会 

１．目的 

 本年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震により引き起こされた東京

電力福島第一原子力発電所事故については、現在、事故を収束させるために、

安定した炉心冷却システムを構築し、安全な停止状態を継続できるようにする

努力が行われています。 

これが達成された後は、使用済燃料を取り出すことに始まり、発生する放射

性廃棄物を管理しつつ、廃止措置に終わる取組に着手することが予定されてい

ますが、この取組は、過去のＴＭＩ事故における事例から判断して、相当の長

期間を要すると予想されます。国としては、東京電力のこうした取組の着実な

進展を促すために、この取組のロードマップとその実現に向けて効果的と考え

られる技術開発課題を早急に取りまとめるべきです。これにより、政府、産業

界、研究機関等が内外の知見と技術を結集して原子力の安全基盤の強化につな

がる研究開発をタイムリーに行うことや諸外国との連携・共同研究の開始に向

けて準備を行うことが可能になるからです。 

そこで、原子力委員会は「東京電力(株)福島第一原子力発電所中長期措置検討

専門部会」を設置し、この取組のロードマップを取りまとめ、その実現に向け

て分担するべき研究開発や、実現に向け必要となる制度の整備等の取組を関係

者に提言していくこととします。 

 

２．検討内容 

（１）福島第一原子力発電所における中長期の取組の在り方 

（２）福島第一原子力発電所における中長期の取組に効果的な技術開発課題 

（３）福島第一原子力発電所における中長期の取組における国際協力の在り方 

 

３．構成員 

 別紙の通りとします。 

 

４．その他 

 東京電力(株)福島第一原子力発電所における中長期措置検討専門部会の運営

については、原子力委員会専門部会等運営規程を適用します。 

以 上 
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別紙 

 

東京電力(株)福島第一原子力発電所における中長期措置検討専門部会 構成員 

 

 秋庭 悦子 原子力委員会 委員 

 淺間 一 東京大学大学院 工学系研究科 教授 

 井上 正 財団法人電力中央研究所 研究顧問 

 太田 勝正 名古屋大学 医学部 教授 

 大庭 三枝 原子力委員会 委員 

 尾本 彰 原子力委員会 委員 

 近藤 駿介 原子力委員会 委員長 

 鈴木 達治郎 原子力委員会 委員長代理 

 高田 毅士 東京大学大学院 工学系研究科 教授 

 田中 知 東京大学大学院 工学系研究科 教授 

 角山 茂章 会津大学 学長 

 東嶋 和子 ジャーナリスト 

 豊松 秀己 電気事業連合会 原子力開発対策委員会 委員長 

（関西電力株式会社 取締役副社長） 

 内藤 香 財団法人核物質管理センター 専務理事 

 野村 茂雄 独立行政法人日本原子力研究開発機構 理事 

 羽生 正治 一般社団法人日本電機工業会 原子力政策委員会 委員長 

（株式会社日立製作所 執行役常務） 

 早瀬 佑一 東京電力株式会社 顧問 

 松村 一弘 日本原燃株式会社 取締役副社長 

 山名 元 京都大学 原子炉実験所 教授 

 和気 洋子 慶応義塾大学 商学部 教授 

   

 




